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更
生
保
護
会
は
明
治
二
十
一
年
、
静
岡
県
で
静
岡
県
出
獄
保
護
会
社
が
設
立
さ
れ
、
昨
年
で
百
周
年
を
む
か
え

た
。
現
在
、
全
国
で
百
ヵ
所
の
保
護
会
が
あ
り
、
更
生
保
護
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
更
生
保
護
会
は
、
更

生
緊
急
保
護
の
対
策
者
や
保
護
観
察
所
長
か
ら
委
託
さ
れ
た
者
な
ど
に
対
し
、
宿
泊
・
食
事
の
供
与
、
就
職
の
援

助
・
相
談
助
言
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
毎
年
一
万
人
を
超
え
る
者
が
入
所
し
て
い
る
。
し
か
し
、
各
保
護
会
の
経

営
実
態
は
極
め
て
劣
悪
で
あ
り
、
施
設
も
老
朽
化
し
て
い
る
。
民
間
の
援
助
で
か
ろ
う
じ
て
維
持
し
て
い
る
の
が 

昭
和
六
十
三
年
犯
罪
白
書
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
の
発
生
は
前
年
よ
り
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
受
刑
者
の
六
割
が

再
犯
者
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
累
犯
出
所
者
の
六
割
が
更
生
保
護
会
の
施
設
に
帰
住
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

更
生
保
護
の
推
進
か
ら
み
て
も
更
生
保
護
会
の
入
所
者
に
対
す
る
処
遇
の
一
層
の
充
実
の
た
め
か
ら
も
、
更
生
保

護
会
の
経
営
基
盤
の
強
化
、
処
遇
態
勢
の
整
備
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。 

更
生
保
護
会
の
整
備
充
実
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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入
所
者
の
処
遇
で
は
、
法
は
六
ヵ
月
以
内
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
の
補
助
は
全
国
平
均
で
食
事

付
宿
泊
は
三
十
六
日
、
宿
泊
の
み
で
六
十
日
で
あ
り
、
と
き
に
は
期
末
予
算
不
足
の
た
め
補
助
を
途
中
で
打
ち
切

り
、
保
護
会
が
責
任
を
も
た
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
補
助
単
価
が
低
く
体
制
の
不
十
分
さ
と
あ
わ
せ
、
食
事

な
ど
居
住
条
件
は
極
め
て
悪
い
。
ま
た
、
職
員
は
全
国
で
三
百
四
十
三
名
お
り
、
そ
の
平
均
年
令
は
五
七
・
四 

 
 

才
、
勤
務
年
数
八
年
、
平
均
給
与
月
額
一
四
四
、
四
〇
五
円
、
わ
ず
か
に
一
ヵ
所
五
～
六
人
の
職
員
で
二
十
四
時

間
勤
務
を
行
う
と
い
う
過
重
な
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
入
所
者
に
対
す
る
処
遇
や
指
導
が
十
分
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
せ
っ
か
く
保
護
会
に
入
所
し
て
も
無
断
・
事
故
な
ど
に
よ
る
退
会
は
、
二
四
・
六
％
に
も
な
っ
て
い
る
。 

以
上
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
更
生
保
護
の
実
を
挙
げ
る
た
め
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
処
遇
の
改
善
を
図
る
こ
と

が
急
務
で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
以
下
質
問
す
る
。 

一 

更
生
保
護
事
業
は
本
来
、
国
の
固
有
の
任
務
で
あ
る
。
民
間
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
民
間
施
設
の
援
助
と
あ 

実
態
で
あ
る
。 

四 

 



 

四 

京
都
の
感
化
保
護
院
は
昭
和
十
年
の
建
物
で
あ
り
、
全
国
の
保
護
会
で
も
建
物
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
居
住 

三 

職
員
の
労
働
条
件
を
改
善
し
、
若
く
て
意
欲
的
な
人
材
を
登
用
す
る
こ
と
は
、
再
犯
防
止
、
入
所
者
に
対
す

る
ゆ
き
と
ど
い
た
指
導
の
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。
現
在
の
委
託
事
務
費
は
、
一
級
地
の
場
合
、
一
日
一
人 

 

一
、
五
一
二
円
（
二
〇
人
以
下
）
、
補
導
費
一
二
二
円
と
極
め
て
低
く
、
し
か
も
入
所
者
人
数
分
だ
け
支
払
わ
れ

て
い
る
。
現
在
、
保
護
会
の
定
員
に
対
す
る
入
所
は
六
〇
・
九
％
で
あ
り
、
定
員
に
対
し
て
六
〇
％
の
収
入
し

か
な
い
。
更
生
保
護
の
充
実
の
た
め
、
委
託
事
務
費
の
単
価
引
上
げ
を
含
め
補
助
額
の
大
幅
な
引
上
げ
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。 

二 

入
所
者
の
処
遇
の
改
善
の
た
め
、
食
事
費
、
宿
泊
費
の
単
価
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
短
期
で
無
理
な
更

生
指
導
に
な
ら
な
い
よ
う
、
更
生
保
護
委
託
費
予
算
の
大
幅
な
増
額
や
入
所
者
の
実
態
に
あ
っ
た
委
託
期
間
に

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

わ
せ
国
自
身
が
国
の
施
設
と
し
て
設
立
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

五 

 



 

 

六 

条
件
は
悪
い
。
六
十
二
年
の
施
設
補
助
金
は
、
事
務
補
助
金
と
あ
わ
せ
て
三
、
四
〇
〇
万
円
し
か
予
算
化
さ
れ

て
い
な
い
。
施
設
補
助
金
の
補
助
率
の
引
上
げ
と
予
算
の
増
額
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


